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Ｂ

Ｂ
集団活動での自主性と自己指導能
力の強化を図る。（生徒指導課）

Ｂ

年　度　重　点　目　標

Ⅰ 一貫した継続性のある適切な指
導と必要な支援の充実

Ⅲ 共生社会の形成に向けた特別支
援教育の拠点としての環境整備

Ⅱ 自立と社会参加につながる地域
社会に開かれた教育課程の充実

・地域の教育資源と連携した取組の推進
・卒業後の進路先開拓の推進
・交流及び共同学習の推進

連動した各種計画の作成・活用に努
める。（教務企画課）

児童生徒の能力・適性に応じたＩＣＴ
環境の充実に努める。（情報マネジ
メント課）

具体的目標 評価（３月）

様式３

自己評価

令和　６　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立糸島特別支援学校　

学校関係者評価

次年度の主な課題

評価をする作業日を設定し、見直し・改善をする。
今後も教員の意見を取り入れながら整えていく必要がある。

昨年度の成果と課題

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切であるＡＡ

学校運営方針

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

・丁寧な実態把握の実施と連動した各種計画の作成・活用
・主体性・生活性・課題性を大切にした授業改善・研究の充実
・主体的な活動を促し自己指導能力を育む指導の充実

・域内の小・中学校等への支援の充実
・特別支援教育推進ネットワークによる専門性の相互補完

・危機管理体制の強化
・積極的な情報発信の推進
・合理的で効率のよい校務運営の整理

Ⅳ 安全・安心で信頼される学校体
制と持続可能な教育環境の整備

児童生徒一人一人のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし、世を照らす光としての自立と社会参加を実現することを通して、共生社会の形成に向けた
特別支援教育の発展に貢献する。

具　体　的　方　策

実態把握として標準化スケールや学習段階表等を活用し、段階を評価す
る。〔学期１回〕

教育支援計画、個別の指導計画、通知表の連動した様式を作成・活用す
る。〔年２回〕

分掌・学部・教科で作成した教育コンテンツの共有システムを構築する。〔１
学期中〕

実態把握シートについて、学年グループ間でも共有すると、より実態に合った授業作りが
できると考える。定期的に見直す機会を設定する。（学期に１回程度）
単元指導計画について、単元によっては、次年度は内容などを改変して計画、実施する
必要がある。児童の実態によっては、当該学年の学習内容を精選して実施することも検
討する。

下学年代替の題材を基に、段階に合わせて単元指導計画を作成する。

創意工夫や興味を引く授業はできたが、全ての生徒によりよく対応するためには、学習のグループ分けの
工夫が必要である。
新しい発見に向けてチャレンジしようとする気持ちをもつことができるような学習活動が必要である。
挨拶、言葉遣い、礼儀等、中学部卒業までに目指す姿やつけたい力を明確にしていく必要がある。
学級だけでなく、学年としても指導・支援の方針を固め、学年会を通して課題を明確にしていく。

主体性・生活性・課題性を大切にした授業を行い、意欲的に活動できる場
面を設定する。

校務サーバーの階層フォルダを整理し、共有・検索の迅速化を図る。

児童生徒会役員が企画・運営する全校集会を実施する。〔年８回（始業式・
終業式は除く）〕

活動場所の写真や絵カード、カレンダー、ICT教材などのデータを共有す
る。

Ａ
学部内で共有している教材を個人に合うようにカスタマイズしていく。個人に合わせたも
のも共有できたら、よりよい指導のヒントが得られると考える。
これからも視覚支援を基本とし、１日の流れをパターン化することで、「自分のことは自分
でする力」「自分たちでする力」を伸ばす。学部内で統一したスケジュールボードや単元カレンダーを作成する。

Ａ

A

A

進路選択・決定に向けて行動する力を身につけられるよう、総合的な探究
の時間で外部講師を招く機会を設ける。

Ｂ

Ｂ

外部講師を招き、接客接待や基本的な挨拶について学ぶことができた。今後進路実現に向けて
の選択肢が増えるよう、進路に通じる外部講師をさらに招聘できるよう努めたい。
職業科については、得意不得意に応じた課題設定を行い、苦手な内容に対しても生徒に活動を
促し、少しがんばればできる達成感を味わえるよう授業設定することができた。日常生活の指導
において、今まで経験が少ない身辺整理（掃除等）についても、生徒が一人でできることが増える
よう授業展開ができた。さらに自立した身辺整理の幅が広がるよう指導していく。

職業・生活単元学習・日常生活の指導を通して、自分自身の得意・不得意
に向き合い、できることを増やす指導を行う。

協働する力を育めるよう、清掃や給食準備の際に自身の役割を考え、他の
生徒と話し合い協力し合える場面を設定する。

Ａ

清掃の場面では、友達同士で「自分はここを掃除するので、机を運んで」など、自発的に発信す
る姿が見られた。給食の準備では、生徒だけで配膳できるようになった。より安全・丁寧に活動で
きるように指導していく。
朝の運動では、二人一組で名前を呼び合いながらボールをパスし、運動場を歩く内容を設定し
た。取りやすいパスを出すなど、相手に対して思いやりをもちながら工夫している様子が伺えるよ
うになった。相手を思いやることができる活動をさらに設定していく必要がある。

相手の良さ、自分の課題をみつけることができるよう、朝の運動の時間で、
友達とボールを使った活動を設定する。〔毎朝〕

ICTや読書、書籍を用いた調べ学習を通して、自ら課題解決学習を行う場
面を設定する。〔適宜〕

・教材のカスタマイズは非常に重要な取組になると考
える。とても期待している。
・教職員の意欲的な取組のもと、児童の自己評価が
満たされている。次年度への継続がより高まっていく
ように期待している。
・新設校の初年度という中で、目標に沿った学びの提
供をされており、また、次年度の課題も評価されてお
り、適切であると思う。
・すばらしい取組と実施結果が得られていると思う。

・大変丁寧に教育に取り組まれていると思うので評価Bは少
し厳しい自己評価になるように感じた。Aでも良いという認識
である。
・教職員の評価が低く、厳しい見方があると思われる。自分
自身、学校行事への参観等少ないが、限られた機会でも、
生徒との関わりや触れ合いが微笑ましく、良好に思えた。成
長過程の生徒や保護者の要望等を大切にして、やる気と意
欲が感じられる教育活動を期待している。
・具体的方策での次年度の課題を拝見し、目標に向かい懸
命に努力されたことが想像できる。子供の「分からない」「や
りたくない」「できない」の見極め、本当に大事と思う。
・先生方の自己評価がきびしい結果から、満足することなく、
よりよい結果を残していこうという姿勢が見られた。

・中学部同様、厳しい自己評価の表れかと思うが、A評価で
も良いように思う。生徒自身が課題を見つけ、解決方法を模
索する支援をするという取組に期待している。
・学校の説明やホームページ等の様子から、生き生きとした
様子が見受けられる。評価に関する機会が少ないので難し
いが、資料等から見て評価した。
・新設校で卒業後の自立に向けての準備、大変だったと思
う。地域の社会資源を活用されており、今後も福祉サービス
事業所や企業の開拓等、生徒の卒業後の進路に向けて少
しずつ増えたらいいなと思った。
・１年生だけの少ない人数なので、見守り、実施しやすかっ
たのかなと思った。

【みつめる】
学校内外で様々な活動に取り組み、
自分の生き方を選択・決定できる生
徒を育む。

【かかわる】
社会の一員として、自他を尊重する
態度を育てる。

【挑戦する】
課題を自ら解決しようとする力を育
てる。

Ｂ

それぞれの教科や合わせた時間で、分かりやすく工夫されたICT教材の活用がなされていたが、
生徒自らが課題解決方法を発見し、自分で答えを見つけ出せる支援を行う必要がある。
道徳の時間において、よりよく場面理解を促す工夫が必要である。それぞれの学級で、生徒の実
態に応じた工夫がなされていたが、さらに教材研究等を重ねて、生徒がより相手のことを思いや
ることができる授業設定ができるようにする。

道徳の時間を通して、課題を自分の事として考えられるよう授業設定を行
う。

【みつめる】
主体的に学習に取り組み、自己理
解を深めることのできる生徒を育
む。

あらゆる視点からの自己理解を深めるために、新しい発見や気付きのある
学習活動の工夫を行う。〔１単元１以上〕

Ｂ

Ｂ

生徒の長所や短所を把握し、「褒める」「鍛える」「励ます」指導を行う。

【かかわる】
教師や友達との関わりを楽しみなが
ら、意欲的に学習活動に取り組む力
を育てる。

学部会において、児童の理解や対応などについて共通理解を図る。〔隔
週〕

Ａ

学部会や学年グループ会、日頃の会話の中で、教員間で児童の特性や様子、指導法な
どについて、色々なことを丁寧に、細かく共有することができた。複数の教員で単元のね
らいや評価基準などを立案し、考えを共有したうえで実施することができた。次年度も継
続する。
学部全体に関わることについて、学部集会など、学部全体で関わる機会を増やす。

学年グループ会において、学習計画などについて共通理解を図る。〔週１
回〕

【挑戦する】
学校生活に見通しをもち、自信を
もって行動しようする力を育てる。

【かかわる】
よりよい人間関係構築のために、自
分の思いや考えを相手に伝えること
ができる力を培う。

人やものとかかわることができるように、課題解決的な活動、集団活動を
仕組む。〔毎日〕

Ｂ

生徒同士や生徒と教師との関わりを意図的に仕組むことはできたが、全てとはいかなかった。
授業によっては目標設定が高く、参加が難しい場面があった。T1の目標設定も大事だがT２が目
標をかみ砕きながら指導の工夫を行うことが課題である。
将来を見据えて、自ら挨拶ができるように指導する必要がある。また、人との距離間についても
指導していきたい。
年度初めに生徒に対する関わり方の方針を学級、学年、学部で共有する必要がある。

児童生徒会役員が主体的に企画・運営ができるように、指導支援を工夫する。
委員会活動内容の充実を図る。
年度始めから方策通り実施できるように、情報発信を行う。
学校生活アンケート（いじめに特化したもの）を児童生徒の実態を考慮して、改め
て内容・方法の検討を行う。

B

・安全への配慮など、重要な取組が含まれているかと思
うので今後もご尽力を頂ければと思う。
・開校初年度の取組なので、手探り状態から進められ
た。教職員や子ども・PTA等、関係者の努力は大変だっ
たと推察される。評価に関する機会が少ないので、正
直、分からないが、関係者の説明等から評価した。
・新設校の状況なので、約１年間の間で十分出来ている
と思った。
・いじめ問題についてのガイドラインや取組が不明瞭で
あり、周知不足であることは否めない。改善が急務であ
ると感じる。

小
学
部

中
学
部

高
等
部

異学年での活動を主とした委員会活動を実施する。〔月１回〕

生徒等を対象とした学校生活アンケートを学期に１回、教師を対象とした学
級の様子チェックシートを月１回実施する。

【みつめる】
生活に必要なことが分かり、自分か
ら取り組む力を育てる。

担任間で実態把握シートを作成し、個の実態に合った課題を設定する。

Ａ

Ａ

すべての教科・領域において自己選択・自己決定する場面を設定する。

【挑戦する】
目標に向かって最後まで諦めず、小
さな「できる」を増やすことができる
生徒を育む。

実態把握を定期的に行い、目標設定の見直しや指導内容の改善を行う。
〔月１回〕

Ｂ

目標の改善や見直しはその都度行ったが、定期的な見直しの時間を設定していく必要がある。
褒める、鍛えるのバランスの工夫が必要である。いろんな教員が関われるように体制づくりの工
夫が必要である。
子どもの実態から「わからない」「やりたくない」「できない」の見極めが必要である。
スモールステップで「少しがんばればできる」を増やす。
学年会での生徒に関する共有事項を確認し、それを学部全体でも共有する。

A
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Ａ

Ａ

Ａ

PTA主催の保護者研修実施に向けて、出欠の確認、当日の段取り調整に
努める。〔年１回以上〕

新しいかたちの親しみやすいPTAの
組織作りに努める。（庶務広報課）

校内における研修推進体制の構築
と充実を図る。（研修研究課）

道徳科の指導について職員に対する意識調査を行う。〔年２回〕

バス乗車指導を実施する。〔学期１回〕

単独通学生安全指導を実施する。〔学期１回〕

本校の教育活動について広く発信
し、学校ホームページの充実を図
る。（庶務広報課）

特別支援教育推進ネットワークによ
る専門性の相互補完に努める。（支
援連携課）

教育相談の円滑な実施のため、福岡聴覚特別支援学校との引継ぎや情報
交換等を実施する。〔年３回〕

教育相談の校内担当者間でケース会議を実施する。〔月１回〕

児童生徒の学校生活の様子を随時更新する。〔学期に１０回以上〕

夏期休業期間中に職員研修を実施する。〔年１回〕

運転手、添乗員とバス連絡会を実施する。〔学期１回〕

発達段階を考慮した進路学習で用いるキャリアパスポート作成の検討会議
を実施する。〔学期１回〕

Ａ

Ａ

Ｂ

糸島市内の小・中・高等学校等への
支援の充実を図る。（支援連携課）

地域支援連携室にある、教材教具や検査器具等の整理及び周知をする。
地域支援ネットワークマップを随時改良しながら、活用方法を検討していく。
教育相談の案内については、随時内容をアップデートさせながら、特別支援学級
等訪問や研修協力などの機会に地域の小・中学校等に周知していきたい。また、
特別支援教育講演会（糸特セミナー）を企画し、地域の特別支援教育に関わる方
に向けた研修の機会をつくる予定である。

安全点検については、おおむね実施できたが、点検漏れがある箇所があった。次
年度は点検漏れがないよう、安全点検の集約方法について検討する。危険箇所
の把握、周知については、次年度も定期的に実施しながら安全に配慮する。

学校教育研究については、本校で育んでいきたい児童生徒の「道徳的心情」につ
いて、R6年度に協議した内容や意識調査の結果を分析し、本校職員が同じ意識
や方向性で進めていけるように運営に努める必要がある。

地域を意識するのが実態的に難しい学年も見受けられる。
地域社会に開かれた教育課程というのがイメージしにくいため、具体的に示す。

進路の手引きを作成し見直しを図ることで改善に努める。〔学期１回〕

「地域支援連携室」内に教材・教具、文献を収集する。〔教材・教具２０個以
上、文献１００冊以上〕

本校教職員及び糸島市内の小中学校教職員が教育相談、ケース会議で
活用する地域支援ネットワークマップを作成し、内容を検討する。〔年２回〕

教育相談案内をHP等で周知する。〔１学期中〕

地域と連携した活動を計画・実施する。〔学期１回〕

地域社会に開かれた教育課程について学部主事会や学部会で検討・改善
を行う。〔１ヶ月に１回〕

校内の安全点検を実施し、危険箇所を把握する。〔月１回〕

親しみやすい名称・活動にするために、メール等を用いたアンケート調査を
行う。〔年３回〕

　・校内外の取組をホームページやSNS等で積極的に情報発信することで、保護者や地域住民に対して学校運営や行事への参加・参画を促す。

評価項目以外のものに関する意見

・評価を経て、どのように実践を更新されていくかが重要である。継続して尽力してほしい。
・学校活動に接する機会が少なく、校内での行事等の紹介や公開等の案内や年間分の連
絡がほしい。
・先生方の力の素晴らしさを感じている。心身のバランスも大切して頑張ってほしい。
・学校の雰囲気も明るく生徒からの信頼も高いと感じる。保護者への広報が更に充実する
事を希望する。
・教職員が安心して働ける仕組みがあり、学校全体がよりよい環境であればよいと思う。
・１年目の学校なのに、非常によく実施されている。子供を安心して預けられる。

　・朝の運動や清掃活動等を実施する際に、学部間で情報を共有し連携しながら取り組むことで、一貫した継続性のある教育活動の充実を図る。

名称を変更したことで親しみやすい雰囲気はでたが、アンケート調査の結果を基
に親しみやすい活動が何かを明確にしていくことには課題がある。教員側・保護者
側ともに負担感が少ないことを重要視しつつ活動を精選して行う必要がある。

情報収集を行いながら進路開拓を実施する。〔随時〕

保護者や外部機関と密に連携した進路開拓委員会を企画し開催する。〔学
期１回〕

校内の危険箇所を職員や児童生徒
に周知し、児童生徒が自ら安全を意
識して過ごせるように努める。（保健
環境課）

学校研究を通して、道徳科について
の指導の充実に努める。（研修研究
課）

地域にかかわる活動の充実を図
る。（教務企画課）

校内で過ごす中で、危険な場面（校内の怪我や事故につながりそうな場面
や場所）についてのアンケートを実施し、掲示物等を活用し、危険箇所を全
体に周知することで安全を促す。〔学期１回〕

学校研究で複数の教員と検討した内容の道徳科の授業を実施する。〔１０
０％実施〕

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

　・進路だよりの発行や進路に関するセミナー、ガイダンス等を開催することで、進路に関する情報提供の充実と進路先の開拓を図る。

　・医療的ケアについての校内研修や医療機関と連携した研修を実施するなどして、医療的ケア体制の充実を図る。

　・小中学校等との連携や協力による「糸特セミナー」を開催するなどして、域内の小中学校への支援及び連携の充実を図る。

ＩＣＴ活用を推進し校務の迅速化・効
率化を図る。（情報マネジメント課）
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危機管理マニュアルの改善と訓練
等による周知を図る。（生徒指導課）

安全な通学のために関係者との連
携を図る。（生徒指導課）
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環境負担の軽減を図る。（事務部）
古紙リサイクルの啓発のため、標語ポスターを掲示する。〔学期１回〕

紙使用の削減(ペーパーレス化、両面コピー、裏紙使用)、光熱水費の削減
に努めた結果を「見える化」するため、使用量の情報提供を行う。〔月１回〕

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

見て分かりやすいホームページになるように、全体レイアウト・発信する内
容の再検討を定期的に行う。〔年３回以上〕

危機管理マニュアルの見直しを実施する。〔学期１回〕

地震火災避難訓練、不審者対策訓練を実施する。〔各年間２回〕

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

異物混入や食物アレルギー、感染
症対策などを含む安全な保健・給食
の実施に努める。（保健環境課）

気付き・ヒヤリハット共有シートを活用し、学部会等での共有、全職員で共
有すべき事例については、翌日までにOneNote等で共有を行う。〔達成率１
００％〕

ソフトウェアやハードウェアに関する職員研修の計画・実施に努める〔年１０
回〕

ＩＣＴに関する「トラブル対応マニュアル」を作成する。〔１学期中〕

学校研究に関する研修会を行う。〔年２回〕

授業計画等を行う時間の確保が不十分だった。そのため、学校研究全大会等の時期を
来年度は早め、できるだけ早く学校全体で学校研究をスタートする必要がある。
研修会については、さらに本校職員が道徳科の指導について多角的にとらえ、理解を深
めていけるように外部講師を招聘した研修会を計画するなど、研修内容の充実化が必要
である。

Ａ
進路に関する様々な情報収集が行えることができたが、その情報発信が十分では
なかった。次年度はホームページや掲示等で保護者をはじめ、生徒や教員など幅
広く発信していく必要がある。

進路の手引を通じて、発達段階を考慮したキャリア教育の視点を提示することが
できたが、各学部への進路学習の在り方について示すことができなかった。次年
度は進路の手引で肢体不自由部門の施設情報の追加と進路学習の取組につい
て示していく必要がある。

Ｂ

学校研究に関する授業計画・改善、情報共有を行うための指導打合せの
時間を課で運営する。〔イトケンタイム月１回〕 Ａ

・拠点としての機能については近隣校の特別支援学級
からの期待も強いと思う。教材や教育実践例の共有な
どを含め、様々な取組に期待する。
・拠点校としての期待は大きく、その期待に向け取組を
進められている様子は評価できる。今後の発信力の高
まりと工夫を期待したい。
・新設校の状況なので、約１年間の間で十分出来ている
と思った。子供たちの状態像を把握し、環境を整備する
には時間が必要と思う。次年度は、ニーズや課題を整
理し、出来る所から実践されていかれてみてはと思っ
た。
・活動がやや不明瞭で評価が難しい。福岡市の支援学
校から転入している児童が多いため、行政区分的に難
しいかもしれないが連携体制があるとよいと思う。
・新設校でつながりがない所からのスタート。多くの支援
が受けられるよう努力されているのがよく分かった。

B

・日常的な危機管理に加え、自然災害などを想定した
行動など、重要な取組を実践されていると思う。
・開校初年度の諸課題解決に向け、関係者の努力は
高く評価したい。安全・安心に関わる内容なので、よ
り連携を高めてほしい。
・危機管理体制は重要な課題であると思う。備えとし
て生徒のため、そして学校を守るためにも今後も強化
されておかれた方がいいと思った。
・HPのアップなど実施されているが、その周知がされ
ていないので、そこに力を入れてほしい。新年度なの
で受け渡し訓練など実行できていない所があるので、
来年度に期待したい。安全な保健・給食のヒヤリハッ
トも保護者に通知してもらえると安心する。
・ホームページの活用は実行されているが保護者へ
の周知に欠ける部分がある。

年度初めから担当者を決め、計画的にマニュアルの見直し会議を設ける。
児童生徒や職員の危機管理意識を高められるように、訓練内容の充実を図る。

年度初めから単独通学安全指導を計画的に実施する。また、指導内容の充実を
図る。

次年度も、教育相談を計画的に実施する。更に、対象児童の担任等とも連携を図
りながら対応にあたる。
特別支援教育推進ネットワークについては、必要に応じて次年度も見え方・聞こえ
方等に関する相談を実施する。

ＨＰの充実を図る上で、リアルタイムの情報をできるだけ早く発信する方法を検討
する。また、児童生徒の個人情報を掲載する上で、ＨＰに掲載して良いかどうか確
認する項目の内容を改善し、基礎情報シートへの追加について検討が必要であ
る。

次年度は、児童生徒数及び職員数の増加が見込まれ紙や光熱水の使用量が増
加することが予想されるため、コピーや光熱水の使用量の「見える化」をし削減に
対する意識付けをする必要がある。

Ａ

・地域社会に開かれるというイメージを作り、共有して
いくことが重要だと思う。柔軟に議論をする場が出来
ることを期待している。
・地域連携の高まりを学校運営に掲げられており、初
年度としては、多くの収穫があったと思う。今後の進
展を期待している。
・新設校の状況なので、約１年間の間で十分出来て
いると思う。保護者への発信は、保護者の理解度や
関心によって様々であるため、はまぼう会との連携を
されてみてはどうかと思った。
・地域や産学連携が積極的に図れており、活動も意
欲的であり大変評価できる。
・日々活動されていることが説明を受けて理解でき
た。これらの説明をHPか文章にして、保護者等に伝
える表現をすると更によくなると思う。

B

・学部ごとの評価にばらつきがあり、各々での評価体
制、ないし連携が学部内で完結していることが推察で
きる。全体でどこの学部からも意見や要望、評価が出
せるような仕組みが組織内であればよいなと思う。
・１年目の学校としては素晴らしい結果だと思う。この
１年で見えてきた次年度への課題を、ぜひクリアして
いってほしいと思う。

Ａ
全職員が緊急時対応の動きをいつでも確認できるよう動画マニュアルを作
成する。〔一個以上〕

気付き・ヒヤリハット、事故報告の共有については、各学部内で翌日の朝礼時に情
報共有することができた。報告書作成（原因と対策の検討）に時間を要し、翌日ま
でに共有することができない場合があるため、できるだけ早く全体共有する方法を
検討する。
研修動画については、次年度も引き続き作成、活用し、緊急時対応の動きの周知
を行う。

教員のＩＣＴスキルレベルアップを図るため、研修の機会を増やす。一斉研修の
他、小グループ研修やオンデマンド形式研修など教員が参加しやすい研修形態を
考える。
「トラブル対応マニュアル」については、校内ネットワーク上で自由に閲覧できるよ
うにする。

Ａ

児童生徒の実態や保護者のニーズ
に応えることができる進路開拓の充
実を図る。（キャリア教育課）

キャリア教育の視点を取り入れた一
貫した継続性のある進路の手引き
の作成に努める。（キャリア教育課）
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